
 

（理事会・評議員会） 

第１号議案 

平成２５年度社会福祉法人高取町社会福祉協議会 

事業報告について 

平成２５年度事業報告 

１．会務の運営 

  

（１）第１回理事会 

     期 日  平成２５年５月２３日 

     場 所  高取町老人福祉センター ２階集会室 

     議 事  ①平成２４年度事業報告について 

          ②平成２４年度一般会計決算報告について 

③評議員の選任について 

           

（２）第１回評議員会 

期 日  平成２５年５月２３日 

     場 所  高取町老人福祉センター ２階集会室 

     議 事  ①平成２４年度事業報告について 

②平成２４年度一般会計決算報告について 

③理事の選任について 

 

（３）第２回理事会 

期 日  平成２６年３月２５日 

     場 所  高取町老人福祉センター ２階集会室 

     議 事  ①平成２５年度一般会計補正・流用予算（案）について 

          ②経理規程の変更について 

 ③平成２６年度事業計画（案）について 

④平成２６年度一般会計予算（案）について 

                                      

（４）第２回評議員会 

期 日  平成２６年３月２５日 

     場 所  高取町老人福祉センター ２階集会室 

     議 事  ①平成２５年度一般会計補正・流用予算（案）について 

          ②経理規程の変更について 

 ③平成２６年度事業計画（案）について 

④平成２６年度一般会計予算（案）について 

           

 

 

 



２．役職員研修会 

（１）「なら小地域福祉活動サミット２０１３」への参加 

  住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができるよう、顔の見える身近 

な地域で住民同士が力を合わせて支え合う小地域福祉活動をしている方々が

一堂に会する場に参加し、その取り組みや工夫を学び合い、高取町でもより一

層元気な活動が広がることを目的として、「なら小地域福祉活動サミット２０

１３」に参加。 

     

実施日  平成２５年８月３１日  

    場 所  奈良県社会福祉総合センター 

    参加者  ２３名（理事・評議員 １７名 職員 ６名） 

    内 容 基調講演として、コミュニティプロデューサーの木村俊昭氏に「ま 

ちづくりの極意」を聞いた後、４つの分科会に分かれて見守り・支え

合いの仕組み作りやサロン体験、認知症や障がいなどによる暮らしづ

らさなどについて、県内で実際に活動されている方との意見交換を行

った。 

３．居宅介護支援事業（ケアプランの作成） 

作成件数 ８４７件（H25.4～H26.3） 月平均 ７１件 

 

４．訪問介護事業（ホームヘルプサービス） 

（１）訪問介護事業   

利用者延べ人数及び訪問回数   ４７４人 １１，１４２回（H25.4～H26.3） 

                   月平均 ４０人 ９２９回 

（２）予防訪問介護事業 

利用者延べ人数及び訪問回数   １９３人 １，１７５回（H25.4～H26.3） 

月平均 １６人 ９８回 

５．受託事業 

（１）介護保険要介護認定訪問調査（町委託事業） 

   調査件数 ３２件（H25.4～H26.3）  月平均  ３件 

 

（２）介護保険介護予防支援業務（町委託事業） 

   作成件数 （高取町）１７件（H25.4～H26.3）  月平均  １件 

（桜井市）１２件（H25.4～H26.3）  月平均  １件 

６．障害福祉サービス事業（障がい者自立支援法に基づく） 

居宅介護事業（ホームヘルプサービス） 

   利用者延べ人数及び訪問回数  ９０人  １，２２２回（H25.4～H26.3） 

月平均 ８人 １０２回 

 



７．移動支援事業（障がい者自立支援法に基づく） 

   移動支援サービス（社会参加のための外出付添） 

利用者延べ人数及び訪問回数  ４９人    ６６２回（H25.4～H26.3） 

月平均 ４人  ５５回 

８．地域福祉活動事業 

（１）ひとり暮らし老人給食サービス事業 

   実施回数及び配食数  １１回  ４００食 

 

（２）お節料理配食事業 

平成２５年１２月３１日実施  配食数 １２２食 

 

（３）高齢者等日常生活用具貸与事業 

   貸与品 車イス  貸与延べ台数  １２台 

 

（４）発達障がい研修会実施事業 

    障がいを持っている人たちのことを多くの人に理解して頂き、障害の有無に

かかわらず誰もが安心して暮らせる町になることを目標とし、研修会を実施。 

     

実施日 平成２６年２月８日  

     場 所 高取町保健センター 

     参加者 １７人 

     内 容 発達障がい児の暮らしをサポートされている「童夢」の中谷正惠

先生を招いて、ＩＴ機器（スマートフォン、タブレット端末）を用

いた支援の方法や注意点について、実際にスマートフォンやタブレ

ット端末の画面を操作しながらわかりやすく教えていただいた。 

 

（５）地域福祉権利擁護事業 

   年間相談取扱件数   ３件 

   利用者延べ人数及び訪問回数  １２人  １２回（H25.4～H26.3） 

 

（６）小地域福祉活動推進事業 

    高取町では高齢化率が３０％を超え、買い物や通院などの移動が困難になり、見守り体

制が不足しているなど、くらしに関する課題が増加しています。このような「くらしの課

題」に対して、高取町社会福祉協議会では「だれもが安心して暮らせる福祉のまちづくり」

のために、住民の皆さんのくらしの特徴や課題の実態を把握し、どのようなまちづくりが

必要なのか、またどのような活動や取組が必要なのかを考えていく「小地域福祉活動」を

推進しています｡ 

昨年度に高取町民２７６世帯に対して聞き取り調査を行った結果を小冊子としてまとめ、

町民全戸に配布しました。この資料を活用し､「だれもが安心して暮らせる地域づくり」を

さらに進めていきます。 

    



    配布月  平成２５年８月 

    配布物  地域のくらしに関する調査報告書「ふれあいとぬくもりある町をめざして」 

部 数  ２，６５０部（全戸配布） 

  

（７）高取町防犯ボランティア連絡協議会活動への協力 

   ○青色防犯パトロール  

年間実施回数及び参加者延べ人数   

６２回 ２３７人（内夜間 １３回 ５０人） 月平均 ５回 ２０人 

夜間専属パトロール 

３１回 ６６人（毎週金曜日に活動。構成員９名でローテーション） 

   ○総会及び講演会の実施  

開催日 平成２５年９月５日 

場 所 高取町リベルテホール ２階 研修室 

参加人数 ６８名 

   ○防犯みまもメール配信 

    登録者数  ２１０名 

配信回数    ５回 

 

（８）たかとり通学合宿への協力 

子どもたちが一定の期間家庭から離れ、地域の公民館や集会所で寝食を共に 

しながら学校へ通う取組、「たかとり通学合宿」の実施運営協力。 

  

実施日 平成２５年１１月１４日～１６日 

場 所 兵庫老人憩いの家 

参加者 ８４人（子ども ３３人 ボランティア ５１人） 

内 容  小学校３年生から６年生の子どもたちが３日間家庭を離れ、兵 

庫老人憩いの家に宿泊して学校に通いながら共同生活を送る。地

域のボランティアの皆さんと一緒に買い出しから炊事や掃除など、

自分たちの身の回りの日常生活に関わる事を子どもたち自身が行

うことで、日常生活の技能や自立心を高める。 

また、地域の一般家庭のお風呂をお借りする「もらい湯」や、

「たかとり絵本を楽しむ会」によるブックトーク、「昔あそび」と

「もちつき」などの体験を通して、子ども達や保護者と地域の結

びつきを強める。 

 

９．心配ごと相談所運営事業 

   開設回数  １２回 

   場  所  高取町老人福祉センター ２階和室 

   年間相談取扱件数   ０件 

   相談員延人数    ３５人 

 

 



 

１０．低所得者対策 

（１）生活福祉資金の効果的運用 

   ①民生児童委員による低所得者、障がい者、高齢者世帯等に対する生活

援助活動の推進及び実態把握と貸付の適正化 

   ②生活援助活動の推進と貸付金の償還指導の強化 

    貸付世帯数 １世帯（内平成２５年度新規貸付世帯数 １世帯） 

１１．防災支援マニュアル作成 

いつ襲ってくるか分からない災害に対して、高取町社会福祉協議会が組織として

事前に整備しておかなければならない内容を整理し、職員自身の防災意識を高め、

災害発生時に即座に対応・支援できる社協・社協職員になることを目的として防災

支援マニュアルの作成を平成２４年度に引き続き行った。 

平成２５年度は、災害時に社協職員としてどう動くかを中心にマニュアル化し、

ボランティアセンターについても高取町役場担当課と協議を実施した。 

また、高取町社会福祉協議会福祉サービス利用者についての要援護者リストを作

成し、毎月最新の状態に更新することとした。今後については、マニュアルの活用

や作成した要援護者リストを具体的な活用方法についてシミュレーションなどを

検討していく。 

 

（１）災害支援マニュアルの作成 

   事務局長、法人運営部門、訪問介護部門、居宅介護支援部門の主任によ  

る災害支援マニュアルの作成、内容検討。 

 

開催日  平成２５年４月８日、４月１６日、５月２１日 

６月１１日、８月１５日        年間 ５回 

（２）要援護者リストの作成 

   訪問介護部門、居宅介護支援部門職員による要支援者リストの作成、活用

方法検討会を実施。 

   

    開催日 平成２５年８月６日 

 

１２．社協「構想力強化」研究会活動への参加 

   個々に多様な状況にある県内社協（奈良市、香芝市、上牧町、高取町、大淀町）

による、参加型の主体的な研究の場づくりとして、奈良県社会福祉協議会主催の

「構想力強化」研究会に参加。日本福祉大学副学長の平野隆之氏のコーディネー

トのもと、地域のニーズに応じた社協らしい活動展開や事業開発を生み出す「構

想力強化」に注目し、そのための組織マネジメントについて、参加社協の状況に

合わせた試案を検討する。 

     

    



 

（１）第１回研究会 

 開催日 平成２５年６月２６日 

    場 所 高取町社会福祉協議会（夢創館） 

    内 容 社協の履歴書づくり、参加社協の情報交換 

（２）第２回研究会 

    開催日 平成２５年１０月９日 

    場 所 奈良市社会福祉協議会 

    内 容 第１回構想試案の発表、意見交換 

（３）現地アセスメント 

    開催日 平成２５年１１月１日 

    場 所 高取町社会福祉協議会 

    内 容 高島市社会福祉協議会事務局長の馬場氏と奈良県社会福祉協 

議会職員と共に、構想試案及び今後の運営方針について内容  

整理。 

（４）第３回研究会 

    開催日 平成２５年１２月９日   

    場 所 奈良県社会福祉協議会 

    内 容 再検討した構想試案の発表、意見交換 

（５）第４回研究会   

    開催日 平成２６年２月５日 

    場 所 香芝市社会福祉協議会 

    内 容 構想試案最終版の報告とまとめ 

１３．共同募金運動への協力 

（１）赤い羽根募金（１０月）実績額 

      一般募金         １，０４６，５９５円 

      法人募金           ５１１，１９５円 

（２）歳末たすけあい募金運動（１２月） 

     実績額            ８２７，６０４円 

１４．善意銀行の運営協力 

善意の金品預託強化を図るための趣旨普及及び事業活動 

①受託件数  ０件 

②配分件数  ０件 

 

１５. 広報活動 

（１）たかとり社協だより第１５号発行（平成２５年３月） 

            発行部数 ２，６５０部 

（２）高取町社会福祉協議会ホームページの運営 

      アクセス数 ５，１７４回（平成２５年５月１７日現在） 

      ＨＰアドレス http://www.takatori-shakyo.jp/ 

http://www.takatori-shakyo.jp/

